
七
月
三
十
一
日
（
月
）
午
後
五
時

五
十
五
分
、
渡
海
船
江
の
島
丸
は
最

後
の
航
海
の
た
め
粟
野
港
を
出
航
し

た
。
「
ボ
ー
ツ
ボ
ー
ツ
」
と
別
れ
の

汽
笛
を
何
度
も
鳴
ら
し
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
紙
テ
ー
プ
を
な
び
か
せ
て
。

岸
壁
で
は
別
れ
を
惜
し
む
人
々
が
い

つ
ま
で
も
手
を
振
っ
て
い
た
。
江
の

島
丸
よ
、
た
く
さ
ん
の
夢
と
思
い
出

を
あ
り
が
と
う
。

粟野（豊北町）でお礼のあいさつをする今津町長。

たくさんの人々の見送りを受けて最後の航海へ。
( 粟野港)
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